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私は 1954 年 6 月 5 日にダンネンベルク地区のリュヒョウ近くの小さな田舎で生まれました。私が 6 歳のとき、両親はビーレフェルトに引っ越し、そこでの生活に慣れました。


7、8歳の時にはすでに家庭内の危険な電気をいじっていたので、自分が生まれつき非常に好奇心旺盛であることに気づいたのはずっと後になってからでした。 ここには、不用意に強い感電が起こった場合に命を救ってくれる差動回路ブレーカーはありませんでした。 しかし、私は後になるまでそれを知りませんでした。 しかし、私はおそらく非常に慎重であり、そうでなければ今日この本を書くことはできなかったでしょう。 ですから、知らず知らずのうちに、電気は非常に興味深いテーマでした。 中等学校を卒業した後、私はすぐに電気技師として見習いを始め、ラジオやテレビの分野に多く携わりました。 私が言いたいのは、これらをベテルのスクラップコレクションからわずかなお金で購入し、ビーレフェルトのフリーマーケットで修理して、正常に動作する状態で販売したということです。 家からのお小遣いがなかったので、とてもお得でした。 それで、いくつかの資金を調達することができました。 私の広範な訓練は 3 年半続きましたが、その間、私は会社を通じて他の分野にもアクセスすることができました。たとえば、当時はもう時代遅れになっていた IBM の空調技術や、ヴェーザー号の原子力発電所についての洞察などです。 防音や暑さ・寒さに対する断熱技術にも詳しくなりました。 見習いをした直後、私はもっと仕事をしたいと思い、エレベーター会社 Flohr-Otis でエレベーター システム技術者として働き始めました。 これは非常に興味深く、私を限界まで押し上げました。当時はまだすべてアナログ電気技術であり、今日のように、いくつかのチップモジュールを交換するだけですべてが再び動作するようなものではありませんでした。 コンピューター科学者は今日これを行っています。


1974 年に私はキールのドイツ海軍に水上兵器電子技術者として入隊しました。


そこで見つけたのは、月面着陸のアポロシリーズに匹敵するものだった。 私の仕事は、個々のコンピューティング センターとブリッジ上のオペレーション センターの間を制御し、ロケットと砲塔の射撃管制のための正確な調整タスクがこの WDE システムを通じて受け渡されるようにすることでした。


海軍での勤務を経て、宇宙への興味が私の人生に広がりましたが、幸運にも海上で士官と星について話し合うことができました。 彼の作品に興味があったからです。 彼は夕方になるといつも六分儀をいじっていて、それで私たちは星の話になりました。 これは今でも私の心に引っかかっており、私は可能な限り情報をむさぼり食しました。 1970 年代の終わりにブラックホールの存在を知ったとき、文字通り私の中で沸騰しました。 しかし、フローア・オーティスでの海軍勤務の後、人生の真剣さが再び私をしっかりと掴みました。 今回のオイルショックの影響でケルンに転勤になったのですが、それが嫌で油圧・昇降機器の会社に転職しました。 ここは私が自分の未来を築いた場所です。そうしなければ何も達成できず、進歩することもできないからです。 収入は死ぬほど多すぎて、生きるには少なすぎた。 私は 1977 年に最初の妻と家庭を築き、3 人の子供がいました。 以前は、自営業になってアイスクリームを販売したり、その他さまざまな商品のマーケティングを行っていました。 1985年に私は事業をリノベーションと不動産の売買に拡大しました。 複雑な不動産ビジネスをさらに習得するために、私はキールの WAK で 2 年間の通信コースを受講しました。 時間は私にとって貴重なものだったからです。


東ドイツからの難民がすべての部屋を占領したため、私の 3 人の子供たちが学校でほとんど授業を受けられなかったとき (1987 年から 1988 年)。 比較的早く移住を決意しました。 それは2023年9月の今日と同じジレンマだったからです。 私たちはコスタ・デル・ソルのマラガ・ミハスに移り、子供たちは海外のドイツ語学校に通いました。 そのため、二本足で行ったり来たりすることで多くの時間が無駄になりました。 完全にスペインに決めるまでは。 1996年に妻と私は離婚し、子供たちはドイツで訓練を受けました。私は現在の妻と出会い、一緒にフエンヒローラのビーチ沿いの最前線にアイスクリームパーラーをオープンしました。 この事業には5年間私を支えてくれました。 この間、私たちは共に苦労しましたが、良い基盤を築くのは簡単ではありませんでした。 現在に至るまで、妻は銀行でキャリアをスタートさせましたが、その後、私のビジネスとは合わなくなりました。 私たちは 2002 年に結婚し、2 人の息子がいました。 私はアイスクリームパーラーから空調システムの設置と販売に転身し、時間をかけて太陽光発電技術に取り組みました。 このプログラムには、大規模な太陽光発電システムだけでなく、熱水処理用の小規模な熱システムも含まれていました。 住宅の全面改修工事や建築工事も管理に含まれております。


連邦海軍の私（あるいは全員）は、いわばブランドとして、健康を維持するという人生の重要な部分を与えられてきました。 停泊しているどの港でも、時計に応じて段階的にジョギングが行われていたからです。 最も過酷な走行は、米国ノーフォークの日陰で約45℃でした。 だからこそ、私は常に体調を整えて生活してきました。 22歳から退職するまで2～3日おきに10～15kmのジョギングを続けていました。 私の人生で17回のマラソン（42,195メートル）の準備期間中、トレーニングセッションとして6〜8週間にわたって週に約200kmを走り、さらに私の知る限り最も汗をかくスポーツであるスカッシュスポーツがありました。 ウォータースポーツ、ゴルフ、テニスは、少しリラックスできるリラクゼーションタイムでした。


2014 年に私は気候変動のコンセプトを開始し、いくつかのエネルギー会社にアプローチしました。 しかし、彼らはベーコンのうじ虫のようなエネルギーを与えられそうになったため、それについて何もすることに興味がありませんでした。なぜそうする必要があるのでしょうか？ すべてが大丈夫でした。 しかし、なんとなく、物事は長くはうまくいかないのではないかと思っていました。 それは今私たちの目の前で見ることができます。 そして、予測はさらに暗いです。


2018年の初めに白血病と診断され、2023年の初めまで困難な時期を耐えなければならなかったのは残念です。 それで私は今、2回目の骨髄提供を受けて生きています。これは血液が強いものです。


毎月の長い入院期間中に、私は思いを込めてこの本を書き始めました。 今、私は自分自身に問いかけます、私が白血病になったのは残念だったでしょうか？ 正直に言うと、白血病が起こってよかったと思うことがあります。そうでなければ、当時は大変な仕事でしたが、この本は書かれなかったでしょう。 このため、親愛なる読者の皆様には、私のことをご理解いただき、この本を友人や知人にお勧めいただきたいと思います。 それは革命的であり、私は歴史を作ると確信しています。 私たちが住む世界を、現実的でわかりやすい視点で見ることがついに始まります。


私が作り上げたこの世界観は、当然、いかなる批判にも耐えるものでなければなりません。


ほんの少しの疑問があるだけで、それは無人地帯で枯渇するか、次の世界観が登場するまで他の証明されていない理論を常に最新の状態に保ち続けることになります。 いずれにせよ、私たちが現在提供している理論は、海の上にある大きな泡（私たちの現在の世界観）にたとえることができ、少し波が来れば（それが批判の正体です）、泡の外には何も残らないのです。


これまで非常に自己批判的であった私の評価では、この世界観は波の中の岩のように立っています。 科学はこれから私の発言を非常に綿密に調査するでしょう。 それは良いことです、最終的にすべてのナンセンスが私たちの頭から消えます。 しかし、最終的な意見を持っているのは親愛なる読者の皆さんです。 ぜひレビューをお待ちしております。


この世界観の革命的な変化についてここで他に考慮する必要があるのは、コペルニクスが新しい世界観を主張する際に今日抱えているのと同じ問題を 14 世紀に抱えていたということです。 私たちの地球は以前は平らだったため、最終的に丸くなるまでに 200 年かかりました。 今日、私はこの成功を体験したいと思っています。コミュニケーション技術のおかげで、気候変動との戦いで模範を示してくれる皆さんに私は依存しています。 なぜなら、この本は再生可能エネルギーへの道を開くことを目的としているからです。


A.) 革命の焦点に関する序文。  


人間性を再考するプロセスは、気候変動に変化をもたらすための組織的な困難につながります。 具体的な合意がないだけだ。 化石燃料の廃止は人類への挑戦です。 気候変動によって引き起こされる激しい嵐の負担が要因であることは明らかです。 読者の皆さん、このプロジェクトに参加していただけます。 組織としての立場を変えるためには、誤った「事実」を排除しなければなりません。 ここで必要とされているのは、世界中で正当化できない規模で行われているように、デモを通じてストライキや暴動を起こすことではなく、むしろ行動を起こすことである。 この文書で自分自身を認識し、自由に思考を巡らせてください。


なぜ核融合炉を地球上でエネルギーを生成するために使用できないのかというと、最初はばかばかしく、科学に対して革命的に聞こえます。 しかし、この声明の信頼性が反論の余地のないものとなるためには、宇宙からこの真実に至る論理的性質の証拠が必要です。 「銀河と太陽系の形成」では、すべての銀河の中心にあるブラックホールがどのようにして生命の誕生を可能にし、それによって私たち自身の物理法則によって地球上でのエネルギー生産のための核融合が妨げられるのかを理解するために、実際のエネルギーの流れを示します。 これは隠れた誤謬によって無視されています。 暗黒エネルギーと暗黒物質も透明で理解できるようになり、基本的な力はおそらく 3 つしかありませんが、4 つの基本的な力を組み合わせてブラック ホールの質量内に対称点を形成することもできます。 銀河世界の公式は、まだ答えのないさまざまな分野で未解決の疑問を明らかにします。 多くの分野の複雑な詳細をこの知識と論理的に結びつけることができ、それが全体像における私たちの世界観に複雑なパズルを生み出し、誰にとっても明らかになります。 本書のすべての記述は、エネルギー保存則を最優先とする枠組みに組み込まれていますが、それは発見が何らかの「疑問」に抵抗する場合に限ります。


わかりやすい例、説明、スケッチにより、銀河内の世界の形成に関する信頼性が得られますが、それは目に見える宇宙に限られます。 異世界創造イメージに対する批判や反論は、詳しく分析すれば溶けていき、出発点がどこであっても解決策は一つしかなく、だからこそエネルギーの流れが宇宙の根本的な真実の痕跡を形成しているのである。 どのような自然の力が私たちの宇宙を構築したのかはわかりませんが、細部に至るまでの完璧さは全体的なコンセプトに意味を持っています。 それぞれの量子メンバーにはやるべき仕事があり、その中で最も小さいニュートリノは、銀河や太陽の制御機構において優れた精度を持ち、今でも無知にゴーストニュートリノと呼ばれています。 これらのゴーストニュートリノがなければ生命は発達できません。


21 世紀を根本的に変えた、刺激的で革命的ともいえる説明に備えましょう。 多くの重要な説明は隠れた繰り返しとして何度も現れますが、読むときに誰もがそれを目の前に持っていて、他の章を長く探す必要がないことが重要だと思います。


 


 


B.) 序文 エネルギーの流れ。


星間物質を使って太陽を形成することはできません。 太陽系のすべての現象を形成できるような能動的なエネルギー変化は存在しません。 （インターネットのエネルギー保存則を参照） 銀河の支配は中心から制御されているので、説明の秘密もそこにあるはずです。


銀河がどのような形で形成されるかは、エネルギー痕跡の変化によってのみ特定できます。 これは、銀河や太陽系の形成はエネルギーの流れの痕跡によってのみ証明できることを意味します。 私たちの原子の世界からの物理的な枠組みの条件は、いかなる形であっても侵されてはなりません。 私の理論では、このエネルギーの流れを詳細に説明し、未解決の疑問が残らないように詳しく説明したいと思います。 唯一の量子の世界は、分析的には決して私たちのもとに到達することができません。


太陽から時々刻々と放出される何十億トンもの物質が、後に SL 質量に認定されます。 銀河放射線と原子物質の形をしたこの質量は、何十億もの太陽風物質から蓄積されます。 この本では、太陽系やその他の現象の形成の全過程をたどっていきます。 たとえば、太陽が崩壊によって物質の雲と星屑から作られたという現在の科学的見解は、まったく信じられないだけでなく、物質の熱力学的状態法則に起因する完全なホーカス・ポーカスでもあります。 ここでは、信じられないほど多くの基本的な物理法則が互いに矛盾しています。 角運動量、回転速度、180 個の衛星、オールトの雲を含む質量分布、そして時速約 800,000 km の太陽の速度を考えてみてください。 彼らの循環の中で。 すべての太陽系は非常に複雑な時計仕掛けであり、リストされた方位の基本原理がそのまま現れて速度に応じて適応することはできません。これは、理解できるように最小の計算に至るまで徹底的に説明できなければなりません。 天体物理学と宇宙論の未解決の問題は、量子力学の重力圧縮に関する私の理論にパズルのように当てはまります。


そのため、見たいものではなく、見ているものに集中せざるを得なくなります。 ここでも紹介されているこのような世界公式では、空想が素晴らしい温床となっていますが、不可欠なエネルギー法則の違反はタブーです。 これらが 100% 管理されている限り、説明を解釈するときに、すべての物理法則が常に維持され違反していないことが証明できる場合にのみ、反論はプレゼンテーションで意味を持ちます。


 


C.) 世界公式の序文。 


世界公式の適切な記述は、私たち人間の前提条件である対称性を生み出すための 4 つの基本的な力を説明しています。 （私の意見では、3 つしかありません。親愛なる読者の皆さん、後で自分で決めてください）。 このハードルを数学的に克服または統合するには、SL 質量からの未知の物質を何らかの方法で認識し、定数との互換性を見つける必要があります。なぜなら、銀河の形成形式は 1 つしか存在せず、出現と出現からしか見ることができないからです。エネルギー葉の変換。 このまだ未知の事柄は、私たち人間によってのみ論理的に特定することができます。 私たちは調査のためにこの問題に近づくことは決してありません。 数式も物理的基礎が壊れてしまうので使えません。 SL 質量内で発生する重力の圧力下で原子殻を圧縮または溶解するのに必要な力を kg/cm3 単位で数学的に計算できなければ別です。


 


D.) 科学的に意図された知的財産に関する著作権。 


Perspektive Universum のこの本のすべての内容は固定されており、ドイツの著作権法の対象となります。 複製、改訂、配布、商業利用には、書籍の著者からの書面によるライセンス契約が必要です。 この書籍の内容のすべてのコピーは、他の言語への翻訳を含め、個人的な使用のみに使用できます。 したがって、コンテンツの商業利用は許可されません。 すべてのコンテンツは作者によってのみ作成されたものであるため、第三者の著作権を考慮する必要はありません。 ただし、私の著作権を覆い隠すような通知を見つけた場合は、私に知らせてください。私がまだ知らされていない他の著作権を侵害しないように、それに応じて対応します。 著作権は、この本の出版日までに正式に公開されていないすべての学術思想に適用されます。 したがって、この本をユーザーだけでなく他の関係者や読者に渡すには、誰もがこの本の著者からライセンス契約を得る必要があります。 主に量子物理学と一般相対性理論の界面などの説明、核融合炉の永久運動の説明、原子炉が動かなくなることの説明などの内容のスケッチがすべて含まれます。エネルギーを生成します。 著作権に該当するその他すべての開示は、読者の過失によって警告が発生しないように、個別にリストされています。 違反は法的代理人および VG Wort によって起訴され、警告されます。 私のメンバーシップは、著作権法第 7 条にその法的根拠を提供します。 ご迷惑がかからないようにお守りください。 他の人に転送する許可は、書籍または電子書籍を購入するためのリンクとともに与えられ、非常に望まれている場合でも受け入れられます。 また、私の発言に組み込む必要がある既存の正しい科学的知見を除いて、この本には他のメディアからコピーしたものや、他の人の知的知識を引き継いだものは何もないことを保証したいと思います。 ただし、これに対する著作権の主張は行われません。 これは、第三者の著作権がないことを意味します。 この観点から、宇宙論で提起されるすべての問題に関連して、作品全体は著者の完全な単独著作権に属します。


私がこのことを特に強調したいのは、何十年にもわたって存在してきた既存の物理的枠組み条件により、全体に信頼できる性格を与えるために、科学研究に関する過去の適切な知識の多くが自動的に私のこの革命的な体質に流入しなければならないからです。 。 これは、異なる科学分野間の干渉であり、したがって互いに融合します。 量子物理学と相対性理論の間の境界はまだ誰も発見していないため、特定の科学の参照は原子の世界にのみ基づいており、これがリストされているすべての著作権の基礎となります。 私の暴露により、私の意図に反して多くの方々が誹謗中傷されるような描写がなされておりますが、残念ながら私の持論が現実化したものであるため避けられないものであり、ご理解を賜りますようお願いいたします。 ここに記載されている著作権は、次の 10 つの主なトピックに関連しています。 これらの発見にあなたは魅了され、章ごとに謎が深まるにつれて緊張感が高まります。なぜならこれらは、私たちの世界的な科学がまだ未解決の事実として提起する疑問に対する答えだからです。 そこで提供されているインターネット上のすべての著作権を自分で調べることができます。


 


1. 場の量子論と一般相対性理論の境界面をもつエネルギー保存則に基づく銀河世界公式。


2. ダークエネルギーを明らかにする。


3. 太陽系の形成の始まりから予想される終わりまで。


4. 核融合再生は地球上では機能しないこと。


5. 暗黒物質とその存在理由の説明。


6. 4 つの基本力の代わりに 3 つの基本力を主張する。


7. 空間拡張の否定。


8. オールトの雲の最初から最後までの形成。


9. スケッチで示された効率的な気候変動の概念。


10. 太陽が誤差解析の対象であることを示す結果。


 


弁護士は著作権保護に対する私の権利を強化する責任があります


Richard Wachmann Neue Bahnhofstrasse 2、10245 ベルリン、ドイツ


電話 +049 30 3039840 電子メール: Wachmann@fachkanzlei-socialrecht.de 


いつでもライセンス契約の交渉やアドバイスを提供します。


または直接：www.perspektive-universum.com 


 


1.) 大まかな概要。 


このモデルによれば、宇宙に見えるすべてのものはビッグバンによって創造されたわけではないことがわかります。 そうでなければ、今日ハッブル、ケプラー、ジェームズ・ウェッブなどの望遠鏡やESA/ユークリッドの最新の望遠鏡を通してはっきりと見ることができる宇宙のエネルギーの流れは示されないでしょう。


一般相対性理論の標準モデルは、太陽系で進化した原子殻の世界にのみ適用できます。 量子の世界は区別された方法で見られるべきであり、それは宇宙全体の99.9999%の質量であり、SL質量、太陽核、中性子星、クェーサーなどに位置しています。太陽以外の惑星の質量は原子質量の約 0.0001% ですが、SL の質量には信じられないほどの量の物質が含まれているため、おそらくさらに小さいと考えられます。 ここで説明する圧縮物質の世界は、想像することはできますが、その全体（SL 質量または太陽核）を実験室で調べることはできません。 完全に圧縮された状態の完全な素粒子の世界です。 私たちの科学の目的は 2 つの世界を結び付けることであり、私は量子力学の重力圧縮の説明によってこれに成功しました。 この言葉の組み合わせに、目に見える世界観について同様の理論がまだ存在しないことから、このように名付けました。 論理的なステップを踏むことで、私たちの目に見える宇宙にあるすべての未解決の質問が解決策につながり、パズル全体が世界の公式モデルとして誰にでも明確かつわかりやすく提示されます。 まったく異なる視点が現れ、時空湾曲に対するアルバート・アインシュタインの根深い真っ白な嘘さえ明らかになり、最終的には新たな発見に道を譲り、わかりやすい方法で認識できるようになります。 いくつかの誤診のうちの 1 つは、地球の存続にとって不可欠なものです。核融合物理学者の頑固な抵抗により、誤診が私たち人類に長く付きまとわないことを願っています。 核融合炉を利用して将来に向けて高レベルのエネルギーを生成しようとする試みを指します。


太陽系の形成過程を通じて、太陽の正しい一次エネルギーが明らかになったため、地球上では核融合炉が機能しないのです。ここでは、核融合炉の永久運動を最終的に止めるための私たちの科学が公式に認められていません。 、そのため、3桁の補助金で数十年にわたって構築されてきた幻想が失われ、数十億の金額が埋もれる可能性があります。


そうすれば、再生可能エネルギーに全額投資することができ、最終的に気候変動を緩和することができます。


 


2.) 結合エネルギーの基本要件。銀河の形成に関する世界公式を理解するには、結合エネルギーが最も重要な前提条件の 1 つです。 結合エネルギーは、代謝プロセスや日々の気象条件など、日常の化学プロセスに隠されています。 原子力発電所では、ウランの結合エネルギーは少量しか放出されず、強い核力によって結合エネルギーの一部が放出されることがわかります。 これは、電子を伴うすべての原子核には、例として MeV で測定される特定の結合エネルギーがあることを意味します。 (MeV=メガエレクトリックボルト/原子核)。私たちの世界、私たちが触れることのできるもの、飛行できるものはすべて原子でできています。 私たちは核の世界に住んでいます。私たちの太陽は、他のすべての太陽と同様に、原子の側面しか見せませんが、SL 質量を見た人はまだ誰もいません。なぜなら、そこからは光放射が放出されず、核融合によっても光が生成されないからです。 しかし、中性子星やマグネターが私たちに見える場合、それは非原子物質であり、中性子と陽子の残留圧縮にすぎず、SL 質量の物質が核内にあり、何らかの理由で核融合が起こっています。表面に向かって終了しました。 このような中性子星はもともと、異常の犠牲となった太陽であったのかもしれないし、銀河全体を形成するカオス理論の過程を通じて存在する権利を持っていたのかもしれない。 これらの重い天体は過剰な重力を持っていることがよく知られています。 今日以来、それらは既存の太陽の残骸であると考えられています。 たとえ以前に太陽がなかったとしても、これらの現象は何らかの理由で生じたに違いありません。 これですべてクリアされます。


たとえば、ここで結合エネルギーが初めて説明されます。 プロセスの変革は確実に起こっています。 結合エネルギーステップが中断されました。 何が起こったのでしょうか？どうしてそんなことが可能なのでしょうか？ 結合エネルギーは常に外部から影響を与えるエネルギーと関係があります。 各結合エネルギーには、それ以上の結合エネルギー ステップを有効にできなくなるまで、超過できる分解能限界があります。 原子爆弾が爆発すると、この結合エネルギーは存在しなくなります。 これは、すべての Quark ファミリが無料になるレベルへの SL マスの究極のステップです。 この濃度では、クォーク族の物質 1 cm3 の重さは少なくとも 90 兆トンで、放出されるすべての電子の磁力線の強さは 1020 テスラ以上に達します。地球上では、水素、窒素、酸素 (その他多数) などのさまざまなガスを圧縮できます。 そして、圧縮された液体の塊には、これらのガスが圧縮されるエネルギーの大部分が含まれています。 結合エネルギーは非常に弱いレベルで生成されました。 満水のダムの水の圧力は、発電のための結合エネルギーとも言えます。 地球の重力が海から 10,000 メートルの深さにある場合、圧力は 1,000 バールになります。これも束縛エネルギーです。 私たちの大気でも、海面では約 1 バールの圧力が発生します。最後の例の 1,000 バールでは、地球の重力によって気体が簡単に液体に圧縮される可能性があります。 その後、結合エネルギーにさらに一歩踏み込むためには、液体または固体の材料を圧縮する必要があります。 私たちの世界は原子の質量で構成されているため、ここで固体材料を圧縮することは不可能です。圧力に対するエネルギーが得られたとしても、逆圧力に耐える材料自体が存在しません。 これは純粋に論理的な理論です。 すべては、このステップが SL 質量内で可能であることを示しており、エネルギーの流れを伴う多くの実証的な宇宙の例で理解できるように、すべてが機能します。 次の章では、よく理解できるように、さまざまな結合エネルギー ステップについて説明します。4 つの基本的な力には基本的な相互作用があります。 重力、電磁力、弱い核力と強い核力。 原子の世界では、4 つの基本的な力がすべて確実に作用します。 ただし、SL の質量には重力と電磁力のみが存在します。 原子殻のサイズは重力によって相殺され、したがってもはや存在しません。 しかし、クォーク族にはいわゆる重力子の証拠がまだ発見されていないため、この重力子の発見の失敗は、基本的な電磁力がこれに関与していることを示唆しています。 それについては後で詳しく説明します。 SL 質量のこの結合エネルギーは、2 つのブラック ホールの衝突の結果として数兆個の太陽が形成されるまで待機し、その後太陽の原子に戻ります。 それがSLマスの解決効果でしょう。 最初の結合エネルギーステップでは何が起こるでしょうか? 原子、つまり（溶解しつつある）原子殻の世界から核子の世界へ。 後の説明では、このステップを A1 ～ N1 と呼びます。 高度 10 億 km の物質圧力では、この結合エネルギー段階が達成される可能性があります。 おそらく遅かれ早かれ、10 億キロメートルは非常に小さいので、後で気づくでしょう。 SL 質量の 2 番目の結合エネルギー ステップは、核子レベルから核子内に位置するクォークまでです。 このステップを N1 ～ Q1 と呼びます。 このステップは、次の10億から10兆km以内に達成されるでしょう。 ここでも、おそらく遅いか早いかもしれません。 したがって、Q1 は、いわゆるブラック ホールの SL 質量の主要な物質であり、もはやホールとの共通点は何もなく、まったく逆の高度に圧縮された物質です。原子殻が A1 から N1 に溶解すると、弱い核力が結合エネルギー N1 に蓄えられます。 N1 から Q1 までは強力な核力ですが、これら 2 つはもはや SL 質量には存在しません。 より多くの物質が認定されることによってのみ、電磁力は重力とともに増大します。 (詳細は不明事項を参照)フィードバック中に、衝突により太陽が SL の質量から離れると、それまで高かった重力が失われ、結合エネルギーが発達する可能性があります。 最初に解放される結合エネルギーのステップは、Q2 to N2 と呼ばれます。 次に私たちが見ることができるのは最後の N2 から A2 で、これが初期の非常に暑い環境で太陽系がどのように形成されたのかを示しています。 （ここでも、太陽系形成中のすべてのもの）。
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